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三
．
兵
器
工
業
の
発
展

　

前
回
に
述
べ
た
と
お
り
、
兵
器
工
業

の
母
体
と
も
い
え
る
六
五
号
工
場
が
朝

鮮
戦
争
時
に
分
散
疎
開
し
た
こ
と
で
、

二
六
号
工
場
、
七
六
号
工
場
、
一
〇
七

号
工
場
、
四
二
号
工
場
、
二
〇
五
号
工

場
、
一
四
五
号
工
場
と
い
っ
た
軍
需
工

場
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
、

六
五
号
工
場
の
本
体
は
平
安
南
道
成
川

郡
通
仙
面
君
子
里
（
現
・
平
安
南
道
成

川
郡
君
子
里
）
に
移
転
し
、
後
に
慈
江

道
前
川
郡
鶴
舞
労
働
者
区
に
移
転
し
て

二
・
八
機
械
総
合
工
場
、
二
・
八
機
械

連
合
企
業
所
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
主

に
銃
砲
類
を
製
造
す
る
兵
器
工
場
と
し

て
現
在
に
至
る
。
こ
の
う
ち
二
六
号
工

場
は
六
五
号
工
場
の
砲
弾
職
場
が
母
体

で
あ
り
、
砲
弾
の
ほ
か
ロ
ケ
ッ
ト
も
製

造
し
て
い
る
。
現
在
、
二
六
号
工
場
は

慈
江
道
江
界
市
に
位
置
し
、
江
界
ト
ラ

ク
タ
ー
総
合
工
場
、
江
界
ト
ラ
ク
タ
ー

連
合
企
業
所
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
（
高

青
松
﹇
二
〇
〇
一
：
二
二
、
三
四
﹈、

辺
龍
世
﹇
一
九
八
〇
﹈、『
労
働
新
聞
』

二
〇
一
〇
年
九
月
二
九
日
）。
ま
た
、

七
六
号
工
場
は
平
安
北
道
に
あ
る
兵
器

工
場
で
あ
り
（『
金
日
成
選
集
（
四
）』

一
九
六
〇
年
刊
行　

四
〇
四
ペ
ー
ジ
、

『
金
日
成
著
作
集
（
一
二
）』
一
九
八
一

年
刊
行
三
七
七
―
三
七
八
ペ
ー
ジ
）、

そ
の
位
置
は
大
館
郡
で
あ
る
と
見
ら
れ

る
（
高
青
松
﹇
二
〇
〇
一
：
二
二
―
二

三
﹈、
廉
在
満
﹇
一
九
九
四
﹈）。
四
二

号
工
場
も
兵
器
工
場
で
あ
る
が
、
韓
国

側
の
情
報
で
は
慈
江
道
長
江
郡
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
（
康
仁
徳
編
﹇
一
九
七

四
：
一
〇
一
﹈）。
一
四
五
号
工
場
は
軍

服
を
生
産
し
て
い
る
が
（
社
会
科
学
院

歴
史
研
究
所
﹇
一
九
八
一
：
二
九
三
﹈）、

そ
の
位
置
は
不
明
で
あ
る
。
一
〇
七
号

工
場
と
二
〇
五
号
工
場
は
生
産
物
、
位

置
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

　

一
九
五
八
年
の
七
月
に
金
日
成
は
平

安
北
道
を
訪
問
し
、
八
月
に
慈
江
道
を

訪
問
し
て
い
る
が
、
こ
の
金
日
成
の
現

地
指
導
に
同
行
し
た
黄
長
燁
に
よ
る

と
、
当
時
、
多
く
の
軍
需
工
場
が
地
下

に
建
設
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
（
黄
長
燁
﹇
一
九
九
九
：
一
三
八
﹈）、

こ
れ
ら
の
軍
需
工
場
の
ほ
と
ん
ど
が
地

下
工
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
し
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
軍

需
工
業
、
と
く
に
兵
器
工
業
は
生
産
さ

れ
た
も
の
が
自
国
内
で
軍
隊
に
配
備
さ

れ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
兵
器
の

製
造
そ
の
も
の
は
自
力
で
生
産
す
る
原

則
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
実
際
に
は
人

民
軍
の
武
器
の
多
く
は
ソ
連
か
ら
の
供

与
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一

九
四
九
年
三
月
一
七
日
に
ソ
連
と
締
結

し
た
協
定
で
は
、
ソ
連
は
二
億
二
二
〇

〇
万
ル
ー
ブ
ル
の
借
款
を
三
年
間
の
期

間
で
供
与
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
に
は
、
一
九
四

七
年
二
月
に
六
五
号
工
場
に
統
合
さ

れ
、
戦
争
中
に
分
離
し
た
平
壌
機
械
製

作
所
の
建
設
が
入
っ
て
い
た
（『
金
日

成
選
集　

第
二
巻
』
一
九
五
四
年
再
版　

五
三
〇
―
五
三
三
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、

ソ
連
側
の
資
料
で
も
、
ソ
連
は
朝
鮮
に

対
し
て
、
一
九
五
〇
年
に
八
億
七
一
〇

〇
万
ル
ー
ブ
ル
に
相
当
す
る
軍
事
援
助

を
供
与
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
九
四
九

年
の
五
・
三
倍
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て

い
る
（
ポ
ポ
フ
／
ラ
ヴ
レ
ノ
フ
／
ボ
グ

ダ
ホ
フ
﹇
二
〇
〇
五
：
三
四
―
三
五
﹈）。

戦
争
中
も
莫
大
な
援
助
を
ソ
連
な
ど
の

友
好
国
か
ら
受
け
て
い
る
（
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
歴
史
研
究
所

﹇
一
九
六
一
：
二
五
一
―
二
五
三
﹈）。

戦
後
復
興
で
も
、
一
九
五
三
年
九
月
二

〇
日
協
定
に
よ
る
ソ
連
一
〇
億
ル
ー
ブ

ル
の
無
償
援
助
と
一
九
五
六
年
八
月
協

定
に
よ
る
三
億
ル
ー
ブ
ル
の
追
加
無
償

援
助
が
あ
り
、
こ
の
合
計
一
三
億
ル
ー

ブ
ル
は
一
九
六
一
年
の
デ
ノ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
二
億
九
二
五
〇
万
ル
ー
ブ
ル

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
他
の
友

好
国
か
ら
の
無
償
援
助
の
合
計
は
七
億

五
〇
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
⑴

。
こ
う
し
た
無
償
援
助

は
一
九
五
三
年
に
国
家
予
算
収
入
の
一

八
・
四
％
、一
九
五
四
年
に
三
四
・
〇
％
、

一
九
五
五
年
に
二
一
・
七
％
、
一
九
五

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
軍
需
工
業
（
二
）

│
軍
経
済
の
成
立
│中

川
雅
彦

分析リポート
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六
年
に
一
六
・
五
％
、
一
九
五
七
年
に

一
二
・
二
％
を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
り
、

国
内
で
の
資
金
で
兵
器
産
業
に
回
す
資

金
は
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一

九
五
六
年
に
は
人
民
軍
の
兵
力
を
八
万

人
削
減
し
、
経
済
建
設
に
動
員
す
る
こ

と
に
な
っ
た
（『
労
働
新
聞
』
一
九
五

六
年
六
月
一
日
お
よ
び
八
月
三
〇
日
）。

　

戦
後
復
興
段
階
を
終
え
て
一
九
六
〇

年
代
に
入
る
と
、
兵
器
工
業
に
本
格
的

に
投
資
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

し
て
、
人
民
軍
の
装
備
の
現
代
化
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
一

年
五
月
二
八
日
に
金
日
成
は
慈
江
道
で

全
国
兵
器
工
業
部
門
党
熱
誠
者
会
議
を

招
集
し
て
、
兵
器
工
業
に
本
格
的
に
取

り
組
む
方
針
を
発
表
し
た
（『
金
日
成

著
作
集
（
一
五
）』
一
九
八
一
年
刊
行　

一
二
五
―
一
四
七
ペ
ー
ジ
）。
さ
ら
に
、

一
九
六
一
年
一
二
月
二
二
〜
二
六
日
に

人
民
軍
党
委
員
会
第
二
期
第
二
次
全
員

会
議
拡
大
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が（『
労

働
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
二
月
二
八

日
）、
二
五
日
、
金
日
成
は
こ
の
会
議

で
演
説
し
、人
民
軍
で
の
「
技
術
革
命
」

を
強
調
し
て
、
国
防
工
業
の
発
展
と
人

民
軍
の
装
備
を
強
化
す
る
よ
う
指
示
し

た
（『
金
日
成
著
作
集
（
一
五
）』
一
九

八
一
年
刊
行　

六
一
六
ペ
ー
ジ
）。
一

九
六
二
年
に
は
国
防
科
学
研
究
機
関
で

あ
る
国
防
科
学
院
（
後
、
第
二
自
然
科

学
院
）
が
設
置
さ
れ
、
兵
器
に
関
す
る

研
究
が
独
自
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
﹇
一
九

九
八
：
三
五
八
﹈。
そ
し
て
、
一
九
六

八
年
一
〇
月
二
日
、
金
日
成
は
、
金
策

工
業
大
学
教
職
員
・
学
生
の
前
で
演
説

し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
国
防
工
業
の
た
め
に
も
電
子
工
学

を
早
く
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
、
わ
が
国
で
整
っ
た
工
業
の
土

台
を
も
っ
て
我
々
に
必
要
な
在
来
式
武

器
は
い
く
ら
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
国
防
工
業
を
一
階
段
よ

り
高
く
発
展
さ
せ
て
現
代
的
な
自
動
化

武
器
を
多
く
生
産
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

電
子
化
系
統
、
電
子
工
学
を
発
展
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
前
に
私
は

皆
さ
ん
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
な
も

の
を
作
る
の
は
や
め
て
お
け
と
言
っ
た

が
、
今
は
わ
が
国
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

作
り
、ほ
か
の
飛
行
機
も
作
り
、ロ
ケ
ッ

ト
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
的
な
自
動
化

武
器
を
作
る
時
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
は
、
今
は
こ
う
し
た
現
代
的
武
器
を

作
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
我
々
が
電
子
工
学
を
発
展
さ
せ
れ

ば
、
こ
う
し
た
現
代
的
武
器
を
い
く
ら

で
も
多
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

（『
金
日
成
著
作
選
集
（
五
）』
一
九
七

二
年　

二
二
五
ペ
ー
ジ
）。

　

近
代
兵
器
の
製
造
に
関
し
て
、
一
九

六
〇
年
代
末
に
は
い
く
つ
か
の
重
要
な

工
場
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
潜
水

艦
を
建
造
す
る
新
浦
六
抬
ボ
イ
ラ
ー
工

場
、戦
車
を
製
造
す
る
新
興
機
械
工
場
、

そ
れ
ら
の
発
動
機
を
製
造
す
る
一
月
一

八
日
機
械
総
合
工
場
で
あ
る
。

　

新
浦
六
抬
ボ
イ
ラ
ー
工
場
は
別
名
、

新
浦
市
馬
養
島
潜
水
艦
建
造
所
で
あ

り
、
咸
鏡
南
道
新
浦
市
六
抬
二
洞
に
位

置
し
、
一
九
六
八
年
に
建
設
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
（
高
青
松
﹇
二
〇
〇

一
：
七
一
―
七
二
﹈、
李
在
根
﹇
二
〇

〇
二
：
二
六
八
﹈、李
福
九
﹇
二
〇
〇
三
：

三
三
―
三
四
﹈）。
ま
た
、
金
正
日
専
属

の
料
理
人
で
あ
っ
た
日
本
人
の
回
想
録

に
よ
れ
ば
、
そ
の
料
理
人
が
実
際
に
金

正
日
に
連
れ
ら
れ
て
こ
の
工
場
を
訪
れ

て
い
る
（
藤
本
﹇
二
〇
〇
四
：
三
三
―

三
六
﹈）。

　

一
月
一
八
日
機
械
総
合
工
場
は
、
一

九
六
九
年
一
月
一
八
日
に
金
日
成
と
金

正
日
が
敷
地
を
選
定
し
て
建
設
が
始

ま
っ
た
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年

一
月
一
九
日
）。
位
置
は
平
安
南
道
价

川
市
龍
源
里
と
角
岩
里
に
跨
る
。
こ
ん

に
ち
、
こ
の
工
場
は
魚
雷
艇
、
高
速
艇
、

戦
車
、
装
甲
車
の
発
動
機
と
ミ
サ
イ
ル

の
発
動
機
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
が
亡

命
者
の
証
言
で
わ
か
っ
て
い
る
（
高
英

煥
﹇
一
九
九
二
：
一
八
二
―
一
八
三
﹈、

“P
re
p
a
re
d
 S
ta
te
m
e
n
t o
f K
o 

Y
oun
g-H
w
an
 

…”

一
九
九
七
年
一
〇

月
二
一
日
、“N

orth K
orean

 M
ass 

D
estruction

 W
eapon

s 

…” 

一
九

九
七
年
一
〇
月
二
一
日
、
高
青
松
﹇
二

〇
〇
一
：
二
七
、
六
八
﹈）。

　

新
興
機
械
工
場
は
咸
鏡
南
道
新
興
郡

に
あ
る
水
陸
両
用
戦
車
を
製
造
す
る
工

場
で
あ
る
（
高
青
松
﹇
二
〇
〇
一
：
七

〇
﹈、李
在
根
﹇
二
〇
〇
二
：
二
六
八
﹈）。

建
設
さ
れ
た
時
期
は
一
九
六
九
年
ご
ろ

で
あ
る
（『
労
働
新
聞
』
一
九
九
九
年

三
月
三
〇
日
）。

　

さ
ら
に
、
一
九
六
九
年
一
一
月
三
〇

日
に
は
、
中
国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
慈

江
道
で
電
子
管
を
製
造
す
る
軍
需
工
場

の
煕
川
青
年
電
気
工
場
が
操
業
を
開
始

し
た
（
当
代
中
国
叢
書
編
輯
部
編
﹇
一

九
八
七
：
六
五
八
﹈、『
金
日
成
全
集
（
四

三
）』
二
〇
〇
二
年
刊
行　

二
四
三
〜

二
四
四
ペ
ー
ジ
、《
当
代
中
国
》
叢
書

編
輯
部
編
﹇
一
九
八
九
：
一
七
七
﹈、

李
福
九
﹇
二
〇
〇
三
：
三
五
﹈）。
中
国

の
電
子
工
業
は
一
九
五
三
年
か
ら
一
九

七
八
年
ま
で
の
間
、
軍
需
工
業
の
一
部

と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
電
子
工
業
に

関
す
る
援
助
も
基
本
的
に
軍
需
用
で

あ
っ
た
。
中
国
側
の
資
料
に
よ
る
と
、

中
国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
一
九
六
五
年

四
月
一
五
日
に
無
線
通
信
機
工
場
、
一

九
七
〇
年
一
月
三
一
日
に
は
無
線
部
品

工
場
、
一
九
七
〇
年
七
月
一
五
日
に
は

朝鮮民主主義人民共和国の軍需工業（二）─軍経済の成立─
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無
線
通
信
器
材
工
場
、
一
九
七
七
年
七

月
二
〇
日
に
は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
生
産
ラ

イ
ン
、
一
九
七
八
年
七
月
二
〇
日
に
は

超
高
周
波
電
子
管
工
場
、
一
九
七
九
年

八
月
二
五
日
に
は
人
造
水
晶
分
工
場
、

一
九
八
一
年
一
月
三
〇
日
に
は
高
射
砲

レ
ー
ダ
ー
工
場
の
レ
ー
ダ
ー
指
揮
部
分

が
建
設
さ
れ
て
い
る
（
当
代
中
国
叢
書

編
輯
部
﹇
一
九
八
七
：
六
五
六
―
六
七

〇
﹈）、
こ
れ
ら
の
施
設
は
煕
川
青
年
電

気
工
場
を
中
核
と
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
煕
川
青
年
電
気
連
合
企
業
所
に

取
り
込
ま
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

一
九
六
八
年
に
中
国
の
援
助
で
建
設
さ

れ
た
一
・
二
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
煕
川
火

力
発
電
所
も
こ
の
企
業
連
合
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
（《
当
代
中
国
》
叢
書
編
輯

部
﹇
一
九
八
九
：
一
八
六
﹈、『
労
働
新

聞
』
一
九
九
二
年
一
一
月
二
六
日
、
李

福
九
﹇
二
〇
〇
三
：
二
四
、
三
五
―
五

〇
﹈）。

　

ま
た
、
中
国
の
援
助
で
一
九
七
八
年

三
月
一
九
日
に
は
魚
雷
艇
レ
ー
ダ
ー
工

場
、
一
九
八
二
年
五
月
一
八
日
に
は
無

線
計
器
工
場
、
一
九
八
四
年
四
月
一
五

日
に
は
乾
電
池
工
場
が
操
業
を
開
始
し

た
が
（
当
代
中
国
叢
書
編
輯
部
﹇
一
九

八
七
：
六
六
六
―
六
七
四
﹈）、レ
ー
ダ
ー

工
場
は
南
浦
市
あ
る
い
は
平
安
南
道
价

川
に
あ
り
、
計
器
工
場
は
平
安
北
道
に

あ
る
鴨
緑
江
計
器
工
場
で
あ
り
、
乾
電

池
工
場
は
平
安
南
道
价
川
に
あ
る
と
見

ら
れ
る
（
林
永
宣
﹇
一
九
九
四
：
一
三

一
﹈、李
福
九
﹇
二
〇
〇
三
：
二
五
﹈、『
労

働
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日
お

よ
び
二
〇
一
一
年
一
月
一
五
日
）。

　

こ
う
し
た
中
国
の
援
助
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
た
電
子
関
連
工
場
は
ロ
ケ
ッ
ト

の
開
発
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
ん
に
ち
、
平
壌
に
地
対
地
ミ

サ
イ
ル
を
製
造
す
る
一
二
五
号
工
場
と

地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
製
造
す
る
万
景
台

弱
電
機
械
工
場
、
大
型
ミ
サ
イ
ル
を
製

造
す
る
山
陰
洞
兵
器
研
究
所
、
南
浦
に

地
対
地
ミ
サ
イ
ル
を
製
造
す
る
江
西
九

三
号
工
場
、
咸
鏡
北
道
清
津
市
あ
る
い

は
鏡
城
郡
に
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
製
造

す
る
東
海
弱
電
機
械
工
場
が
あ
る
こ
と

が
亡
命
者
た
ち
の
証
言
に
よ
っ
て
知
ら

れ
て
い
る
⑵

。
こ
の
う
ち
、
東
海
弱
電

機
械
工
場
は
二
〇
一
〇
年
五
月
に
金
正

日
が
訪
問
し
た
冠
帽
峰
機
械
工
場
と
同

一
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
（『
労
働
新

聞
』
二
〇
一
〇
年
五
月
二
〇
日
）。
こ

れ
ら
の
工
場
が
設
立
さ
れ
た
時
期
は
不

明
で
あ
る
が
、
金
日
成
が
一
九
七
四
年

八
月
に
戦
略
ロ
ケ
ッ
ト
指
揮
部
で
あ
る

人
民
軍
第
六
三
九
軍
部
隊
を
初
め
て
訪

問
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（『
労
働
新
聞
』

二
〇
〇
二
年
三
月
一
四
日
、
同
二
〇
〇

四
年
八
月
一
四
日
、
同
二
〇
一
二
年
三

月
三
日
）、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は

建
設
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
を
飛
躍

的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
一
九
八
六
年
に
慈
江
道
城
干
郡
雙

芳
里
に
特
殊
鋼
板
を
製
造
す
る
八
号
製

鋼
所
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
企
業
は
公
式
報
道
で
は
シ
リ
カ
煉
瓦

と
建
設
用
鉄
鋼
材
を
生
産
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
ロ
ケ
ッ

ト
用
の
鋼
板
も
生
産
し
て
い
る
こ
と
は

亡
命
者
の
証
言
で
わ
か
っ
て
い
る
（
李

福
九
﹇
二
〇
〇
三
：
二
五
、
三
四
―
三

五
）。

　

こ
ん
に
ち
、
こ
れ
ら
の
兵
器
工
業
を

管
轄
し
て
い
る
第
二
経
済
委
員
会
に
つ

い
て
、
亡
命
者
の
証
言
で
は
、
一
九
五

八
年
に
「
第
二
機
械
工
業
省
」
と
と
も

に
組
織
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
高
青
松﹇
二
〇
〇
一
：
二
二
―
二
三
﹈）。

し
か
し
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
出
て
お
ら
ず
、ま
た
、

公
式
資
料
で
は
「
第
二
機
械
工
業
省
」

が
新
設
さ
れ
た
の
は
一
九
五
八
年
で
は

な
く
、
一
九
六
七
年
で
あ
る
（『
労
働

新
聞
』
一
九
六
七
年
一
月
三
一
日
）。

そ
の
た
め
、
第
二
経
済
委
員
会
に
関
す

る
情
報
を
検
証
す
る
に
は
、
兵
器
工
業

を
担
当
し
て
き
た
部
署
の
沿
革
を
見
る

必
要
が
あ
る
。

　

朝
鮮
戦
争
以
前
に
兵
器
工
業
を
担
当

し
た
部
署
は
民
族
保
衛
省
兵
器
処
で

あ
っ
た
（
萩
原
﹇
一
九
九
六
：
五
六
―

七
七
﹈
に
収
録
さ
れ
た
「
人
民
軍
隊
・

内
務
省
綴
〈
一
九
四
八
年
六
月
一
七
日

〜
一
九
五
〇
年
六
月
六
日
〉」）。
当
時

兵
器
工
場
は
六
五
号
工
場
の
み
で
あ
っ

た
が
、
朝
鮮
戦
争
時
に
こ
の
工
場
が
分

散
疎
開
し
た
後
に
、
一
九
五
三
年
六
月

四
日
付
の
党
の
文
書
で
兵
器
工
場
の
担

当
は
民
族
保
衛
省
後
方
総
局
軍
需
生
産

局
と
な
っ
て
お
り
（
国
史
編
纂
委
員
会

﹇
一
九
九
八
：
二
五
九
―
二
六
八
﹈
に

あ
る
一
九
五
三
年
六
月
四
日
付
党
中
央

政
治
委
員
会
第
一
五
二
次
会
議
決
定
書

一
九
五
三
年
六
月
四
日
）、
民
族
保
衛

省
の
兵
器
処
が
後
方
総
局
軍
需
生
産
局

に
改
編
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
後

は
、
一
九
五
四
年
三
月
二
一
日
の
金
日

成
演
説
の
な
か
で
兵
器
工
場
は
重
工
業

省
第
一
局
の
管
轄
に
な
っ
て
お
り
、
同

年
の
七
月
二
七
日
付
の
党
の
文
書
で
は

軽
工
業
省
の
管
轄
と
な
っ
て
、
一
九
五

四
年
八
月
一
二
日
の
最
高
人
民
会
議
常

任
委
員
会
政
令
の
な
か
で
は
内
閣
第
一

局
の
管
轄
に
な
っ
て
い
る（
金
日
成﹇
一

九
五
六
：
一
四
九
―
一
五
〇
、一
六
八
﹈、

『
労
働
新
聞
』
一
九
五
四
年
八
月
一
七

日
、『
金
日
成
選
集
（
四
）』
一
九
六
〇

年
刊
行　

一
一
〇
ペ
ー
ジ
お
よ
び
一
二

三
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
後

に
兵
器
工
業
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
第
一
局
で
あ
り
、
行
政
機
関
の
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編
成
上
軽
工
業
省
が
担
当
し
た
時
期
が

わ
ず
か
に
あ
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
六
年
五

月
一
一
日
に
機
械
工
業
局
が
機
械
工
業

省
に
昇
格
す
る
と
、
一
九
五
八
年
八
月

五
日
の
金
日
成
演
説
の
な
か
に
「
機
械

工
業
省
第
一
局
」
が
兵
器
工
業
を
担
当

し
て
い
る
機
関
と
し
て
登
場
す
る（『
金

日
成
著
作
集（
一
二
）』
一
九
八
一
年
刊

行　

三
七
四
―
三
七
八
ペ
ー
ジ
）。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
第
一
局
こ
そ
が
第

二
経
済
委
員
会
の
前
身
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
二
経
済
委
員
会

と
し
て
内
閣
か
ら
独
立
し
た
の
は
、
一

九
七
二
年
一
二
月
に
憲
法
が
改
正
さ
れ

た
と
き
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第

二
経
済
委
員
会
は
、
亡
命
者
の
情
報
に

よ
れ
ば
、傘
下
に
江
界
市
の
国
防
大
学
、

第
二
自
然
科
学
出
版
社
、
第
二
自
然
科

学
研
究
所
、各
種
銃
器
の
第
一
総
局
、各

種
弾
薬
の
第
二
総
局
、
船
舶
の
第
三
総

局
、
通
信
の
第
四
総
局
、
化
学
の
第
五

総
局
、
重
武
器
の
第
六
総
局
、
ミ
サ
イ

ル
の
第
七
総
局
、
金
属
の
第
八
総
局
と

い
っ
た
八
つ
の
総
局
の
ほ
か
、
資
材
総

局
、
建
設
総
局
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
（
高
青
松
﹇
二
〇
〇
一
：
二
二

―
三
〇
﹈、“P

repared
 S
tatem

en
t 

of K
o Y
oun
g-H
w
an
 

…” 

一
九
九
七

年
一
〇
月
二
一
日
、“N

orth K
orean

 

M
ass D

estruction
 W
eapon

s 

…”

一
九
九
七
年
一
〇
月
二
一
日
）。

四
． 

部
隊
副
業
の
発
展
と
軍
隊
貿

易
機
関
の
成
立

　

人
民
軍
の
人
員
お
よ
び
そ
の
家
族

は
、
米
軍
の
Ｐ
Ｘ
に
相
当
す
る
人
民
軍

内
の
独
自
の
商
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

食
糧
、
副
食
品
、
日
用
品
な
ど
を
調
達

す
る
。
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
か
ら
刊
行

さ
れ
た
『
商
業
発
展
の
た
め
の
我
が
党

の
政
策
』
一
九
六
三
年
版
に
は
、「
民

族
保
衛
省
軍
商
管
理
局
商
業
体
系
」
の

存
在
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（
朝

鮮
労
働
党
出
版
社
﹇
一
九
六
三
：
一

三
﹈）。
こ
う
し
た
商
業
体
系
は
基
本
的

に
国
家
予
算
か
ら
支
出
さ
れ
る
国
防
費

（
一
九
七
二
年
ま
で
は
「
民
族
保
衛
費
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
）
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。
人
民
軍
で
は
こ
れ
に
加
え

て
各
部
隊
が
独
自
に
田
畑
や
工
場
を
運

営
し
て
食
糧
、
副
食
品
、
日
用
品
な
ど

を
生
産
し
て
い
る
⑶

。

　

軍
隊
の
副
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た

き
っ
か
け
は
軍
隊
内
の
食
糧
不
足
で

あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
一
月
二
三
日
に

人
民
軍
海
軍
が
ア
メ
リ
カ
の
情
報
収
集

船
プ
エ
ブ
ロ
号
を
拿
捕
し
て
、
戦
争
の

危
機
が
高
ま
る
と
、
農
村
の
青
年
男
子

が
人
民
軍
に
根
こ
そ
ぎ
動
員
さ
れ
、
一

九
七
〇
年
代
初
め
に
は
労
働
力
不
足
の

た
め
食
糧
生
産
が
停
滞
し
、
つ
い
に
は

軍
隊
内
で
の
食
糧
不
足
が
深
刻
化
し

た
。
一
九
七
六
年
七
月
一
日
、
金
日
成

は
人
民
軍
後
方
総
局
長
を
叱
責
し
て
、

豚
工
場
や
ア
ヒ
ル
工
場
、
鶏
工
場
の
建

設
、
配
合
飼
料
工
場
の
建
設
、
水
産
業

で
の
副
業
、
野
菜
栽
培
の
拡
大
を
指
示

し
た
（『
金
日
成
全
集
（
五
九
）』
二
〇

〇
五
年
刊
行　

四
三
四
―
四
六
二
ペ
ー

ジ
）。
そ
し
て
、
一
二
月
三
〇
日
に
も

後
方
総
局
に
対
し
て
、
人
民
軍
で
食
肉

を
自
給
す
る
こ
と
、
副
業
畑
を
拡
大
す

る
こ
と
な
ど
を
指
示
し
て
軍
隊
内
で
食

糧
を
自
給
す
る
こ
と
を
指
示
し
た（『
金

日
成
全
集
（
六
〇
）』
二
〇
〇
五
年
刊

行　

四
七
六
―
四
八
九
ペ
ー
ジ
）。
副

業
の
拡
大
は
軍
経
済
内
外
で
の
取
引
を

活
発
に
し
、
そ
し
て
、
自
給
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
分
の
食
糧
や
日
用
品
を
独

自
に
輸
入
す
る
た
め
に
人
民
武
力
部
や

第
二
経
済
委
員
会
の
な
か
に
外
貨
獲
得

を
目
的
と
し
た
機
関
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

副
業
の
発
展
と
と
も
に
、
兵
器
産
業

の
発
展
に
よ
っ
て
、
兵
器
を
海
外
に
搬

出
す
る
能
力
が
生
じ
た
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
一
九
六
七
年
八
月
一
一
日
に
ベ

ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
に
軍
事
援
助
を
無

償
で
提
供
す
る
こ
と
に
関
す
る
協
定
が

締
結
さ
れ
（『
朝
鮮
中
央
年
鑑
（
一
九

六
七
年
版
）』
一
四
二
ペ
ー
ジ
）、
ベ
ト

ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
「
武
器
を
は
じ

め
と
す
る
軍
需
物
資
」
を
送
る
よ
う
に

な
っ
た
（『
金
日
成
全
集
（
五
八
）』
二

〇
〇
五
年
刊
行　

二
四
五
ペ
ー
ジ
）。

す
な
わ
ち
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は

武
器
を
外
国
に
搬
出
す
る
だ
け
の
能
力

を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
一
九
七
五
年
に
は
朝
鮮
が
支
援
し

て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
が
南
ベ

ト
ナ
ム
解
放
戦
線
と
と
も
に
サ
イ
ゴ
ン

を
陥
落
さ
せ
た
た
め
、
兵
器
を
支
援
す

る
必
要
が
な
く
な
り
、
そ
の
分
が
輸
出

に
回
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。一
九
八
〇
年
一
〇
月
一
一
日
に
は
、

イ
ラ
ク
政
府
が
、
朝
鮮
の
イ
ラ
ン
に
対

す
る
兵
器
搬
入
を
理
由
に
、
朝
鮮
と
の

国
交
を
断
絶
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

軍
備
管
理
軍
縮
局
は
、
一
九
七
五
年
か

ら
朝
鮮
が
兵
器
を
輸
出
し
て
い
た
と
見

て
お
り
（U

.S
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rm
s C
on
trol an

d
 

D
isarm

am
en
t A
gen
cy

﹇
一
九
八

三
﹈）、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研

究

所
（S

tockholm
 In
tern
ation

al 

P
e
a
c
e
 R
e
se
a
rc
h
 In
stitu

te
: 

S
IP
R
I

）
も
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
イ
ラ
ン
、

ウ
ガ
ン
ダ
へ
の
武
器
輸
出
を
問
題
視
し

て
い
る
（K

arp

、Aaron

﹇
一
九
八
三
：

一
八
九
―
一
九
〇
﹈）。

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
軍
関
係
の
貿
易

機
関
が
公
式
資
料
に
も
表
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
党
財
政
経
理
部
で
の
勤
務
経

験
の
あ
る
亡
命
者
に
よ
る
と
、
梅
峰
グ

朝鮮民主主義人民共和国の軍需工業（二）─軍経済の成立─
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ル
ー
プ
（
対
内
的
に
は
梅
峰
総
局
、
対

外
的
に
は
梅
峰
貿
易
総
会
社
）
が
軍
隊

用
の
食
料
品
や
燃
料
を
調
達
し
、
牡
丹

グ
ル
ー
プ（
対
内
的
に
は
牡
丹
指
導
局
、

対
外
的
に
は
牡
丹
総
会
社
）
が
各
種
武

器
を
輸
出
し
、
龍
岳
山
グ
ル
ー
プ
（
対

内
的
に
は
龍
岳
山
指
導
局
、
対
外
的
に

は
龍
岳
山
貿
易
総
会
社
）
が
主
に
軍
事

用
資
材
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う（
康
明
道﹇
一
九
九
五
：
二
一
〇
﹈）。

　

人
民
武
力
部
に
設
置
さ
れ
た
貿
易
機

関
で
あ
る
梅
峰
グ
ル
ー
プ
、
牡
丹
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
設
置
時
期
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
七
七
年

の
公
式
資
料
に
梅
峰
貿
易
商
社
の
名
称

が
見
ら
れ
（『
朝
鮮
の
貿
易
』
一
九
七

七
年　

第
六
号
）、
一
九
七
九
年
の
日

朝
貿
易
会
の
資
料
に
牡
丹
貿
易
商
社
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
日
朝
貿
易
』
第

一
七
六
号　

一
九
七
九
年
二
月
一
日
）。

第
二
経
済
委
員
会
に
設
置
さ
れ
た
龍
岳

山
グ
ル
ー
プ
は
一
九
七
九
年
に
設
立
さ

れ
た
と
発
表
さ
れ
て
お
り
（『
朝
鮮
の

貿
易
』（
貿
易
一
九
八
九
年　

一
号
）、

一
九
八
〇
年
の
日
朝
貿
易
会
の
資
料
に

朝
鮮
龍
岳
山
貿
易
商
社
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
（『
日
朝
貿
易
』
第
一
九
九
号　

一
九
八
〇
年
二
月
一
五
日
）。
う
ち
、

人
民
武
力
部
の
梅
峰
総
局
に
つ
い
て
は

一
九
九
〇
年
代
以
降
公
式
資
料
に
は
出

て
こ
な
い
た
め
、
そ
の
後
の
活
動
は
不

明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八
四
年
の

合
営
法
制
定
以
降
、
軍
機
関
や
部
隊
が

独
自
の
人
脈
に
よ
っ
て
合
弁
会
社
を
設

立
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
一
九
八
六
年
に
稲
藁
飼
料
を

生
産
し
て
輸
出
す
る
二
月
六
日
合
営
会

社
が
在
日
朝
鮮
人
と
の
合
弁
で
設
立
さ

れ
た
が（
朴
三
石﹇
一
九
九
〇
：
五
二
﹈）、

こ
の
企
業
は
人
民
軍
空
軍
・
反
航
空
司

令
部
の
傘
下
に
あ
る
⑷

。
ま
た
、
人
民

軍
後
方
総
局
は
傘
下
に
隆
盛
貿
易
会
社

を
持
っ
て
い
る
が
、
一
九
九
四
年
一
二

月
か
ら
一
九
九
五
年
一
月
ま
で
こ
こ
で

勤
務
し
た
亡
命
者
に
よ
る
と
、
こ
の
会

社
は
総
員
一
五
〇
〇
人
、
当
時
人
民
軍

内
で
最
大
規
模
の
貿
易
会
社
で
あ
り
、

傘
下
に
外
国
と
の
合
作
会
社
や
水
産
物

輸
出
加
工
基
地
、
数
十
隻
の
漁
船
、
貿

易
船
、
被
服
工
場
、
稲
藁
飼
料
輸
出
工

場
、
畳
輸
出
工
場
、
金
鉱
山
が
あ
っ
た

と
い
う
（
崔
主
活
﹇
一
九
九
六
：
一
七

八
―
一
七
九
﹈）。
一
方
、
同
じ
く
人
民

武
力
部
の
牡
丹
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
三
年
の
公
式
資
料
に
よ
る

と
、
輸
入
を
担
当
す
る
三
つ
の
貿
易
会

社
を
持
っ
て
い
る
が
（C

om
m
ittee 

fo
r
 
th
e
 
P
r
o
m
o
tio
n
 
o
f 

International T
rade of D

P
R
K

﹇
二

〇
〇
三
：
一
一
四
﹈）、
本
来
の
業
務
で

あ
る
武
器
取
引
も
当
然
継
続
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
人
民
軍
の
外
貨
を
管
理

す
る
銀
行
と
し
て
は
、
一
九
九
三
年
に

朝
鮮
貿
易
銀
行
の
ひ
と
つ
の
課
を
分
離

し
て
人
民
武
力
部
財
政
局
傘
下
に
金
星

銀
行
を
設
置
し
て
人
民
軍
の
全
外
貨
を

管
理
す
る
機
関
と
し
た
が（
崔
主
活﹇
一

九
九
六
：
一
八
〇
﹈）、
こ
れ
は
こ
ん
に

ち
の
国
際
一
心
銀
行
で
あ
る
と
い
う

（
金
光
進
﹇
二
〇
〇
八
：
六
五
一
﹈）。

　

第
二
経
済
委
員
会
の
龍
岳
山
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
三
年
に
傘
下

に
龍
岳
山
銀
行
が
設
置
さ
れ
た
（
日
朝

貿
易
会
﹇
一
九
八
三
﹈）。
党
の
金
融
機

関
で
国
際
業
務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ

る
亡
命
者
の
証
言
に
よ
る
と
、
こ
の
銀

行
は
一
時
、
党
の
大
聖
銀
行
に
吸
収
さ

れ
た
が
、
一
九
八
六
年
に
朝
鮮
蒼
光
信

用
銀
行
と
し
て
ふ
た
た
び
独
立
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
最
大
の
資

金
規
模
を
持
つ
銀
行
で
あ
る
と
い
う

（
金
光
進
﹇
二
〇
〇
八
：
六
五
一
﹈）。

朝
鮮
蒼
光
信
用
銀
行
は
「
端
川
商
業
銀

行
」
と
同
一
で
あ
る
と
の
情
報
も
あ
る

が
、
ど
ち
ら
の
名
前
も
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
公
式
資
料
に
出
て
こ
な
い
の
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
一

九
九
一
年
四
月
八
日
に
龍
岳
山
グ
ル
ー

プ
が
在
日
朝
鮮
人
と
の
合
弁
で
組
織
し

た
咸
興
化
学
合
営
工
場
が
操
業
を
開
始

し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
労

働
新
聞
』
一
九
九
一
年
四
月
九
日
）。

二
〇
〇
八
年
二
月
二
八
日
に
中
国
遼
寧

省
機
械
股
份
集
団
有
限
公
司
と
の
合
弁

で
朝
鮮
遼
峰
有
色
金
属
合
営
会
社
を
設

立
し
た
朝
鮮
蓮
峰
総
会
社
が
、
龍
岳
山

指
導
局
と
同
一
で
あ
る
と
の
情
報
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
確

認
で
き
る
資
料
が
出
て
い
な
い
。

　

人
民
軍
と
第
二
経
済
委
員
会
の
外
貨

稼
ぎ
の
た
め
の
銀
行
が
別
々
に
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
第
二
経
済
委
員
会
が
軍
経

済
全
体
を
掌
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、

人
民
軍
は
一
般
の
人
々
に
食
料
品
を
販

売
し
た
り
、
食
堂
を
運
営
し
た
り
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
に

三
日
浦
特
産
物
工
場
が
建
設
さ
れ（『
朝

鮮
新
報
』
朝
鮮
語
版　

二
〇
〇
九
年
七

月
一
四
日
）、
二
〇
〇
九
年
二
月
に
三

日
浦
特
産
物
商
店
が
開
店
し
た
が（『
朝

鮮
新
報
』
日
本
語
版　

二
〇
〇
九
年
八

月
二
〇
日
）、
こ
れ
ら
は
人
民
軍
が
運

営
す
る
三
日
浦
食
品
会
社
の
傘
下
に
あ

る
（『
朝
鮮
の
貿
易
』
二
〇
〇
八
年　

第
一
号
、『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
九
年

四
月
八
日
）。
同
じ
く
傘
下
に
あ
る
三

日
浦
貿
易
会
社
は
二
〇
〇
九
年
九
月
に

開
催
さ
れ
た
第
五
回
中
国
吉
林
・
北
東

ア
ジ
ア
投
資
貿
易
博
覧
会
に
出
展
し
、

農
産
物
、
健
康
食
品
、
焼
酎
な
ど
を
出

品
し
て
い
る
。
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（
な
か
が
わ　

ま
さ
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

動
向
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴
ナ
ウ
カ
出
版
﹇
一
九
八
一
：
四
〇
五
﹈

に
よ
る
。
ソ
連
で
の
一
九
六
一
年
の

デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
現
金
で
は
一

〇
：
一
の
比
率
す
な
わ
ち
一
〇
〇
〇

旧
ル
ー
ブ
ル
に
対
し
て
一
〇
〇
新

ル
ー
ブ
ル
で
交
換
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
を
は
じ
め
友

好
国
の
債
務
に
関
し
て
は
一
：
〇
・

二
二
五
の
比
率
す
な
わ
ち
一
〇
〇
〇

旧
ル
ー
ブ
ル
に
対
し
て
二
二
五
新

ル
ー
ブ
ル
で
計
算
さ
れ
た
。
な
お
、

『
労
働
新
聞
』
一
九
六
二
年
四
月
二

三
日
で
は
戦
後
復
旧
期
間
中
に
ソ
連

を
は
じ
め
と
し
て
友
好
国
か
ら
受
け

た
無
償
援
助
が
五
億
ル
ー
ブ
ル
、
米

ド
ル
で
五
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
程
度

に
な
る
と
し
て
お
り
、
ソ
連
側
の
研

究
書
で
も
こ
の
数
字
が
引
用
さ
れ
て

い
る
が
（
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
﹇
一
九
七

〇
：
六
八
―
六
九
﹈）、
こ
れ
は
ソ
連

の
無
償
援
助
が
停
止
し
た
一
九
六
〇

年
ま
で
の
数
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
後
も
一
九
六
二
年
ま
で
ド

イ
ツ
民
主
共
和
国
や
ル
ー
マ
ニ
ア
の

無
償
援
助
は
継
続
し
て
お
り
、
本
文

の
七
億
五
〇
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
は
そ

の
金
額
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

⑵
高
英
煥
﹇
一
九
九
二
：
一
八
二
―
一

八
三
﹈、
康
明
道
﹇
一
九
九
五
：
一

八
〇
﹈、
朝
日
新
聞
ア
エ
ラ
編
集
部

﹇
一
九
九
七
：
一
四
一
﹈、“N

orth 

K
o
re
a
n
 M
a
ss D

e
stru

ctio
n
 

W
eapon

s 

…” 

一
九
九
七
年
一
〇

月
二
一
日
、“P

repared S
tatem

ent 

of Ko Young-H
w
an 

…” 

一
九
九

七
年
一
〇
月
二
一
日
、『
労
働
新
聞
』

一
九
九
八
年
一
一
月
一
八
日
、
高
青

松
﹇
二
〇
〇
一
：
六
五
―
六
六
﹈、『
中

央
日
報
』（
韓
国
）
二
〇
〇
六
年
六

月
二
〇
日
、
金
光
進
﹇
二
〇
〇
八
：

六
四
三
﹈
等
に
よ
る
。
た
だ
し
、

“
N
o
r
th
 
K
o
r
e
a
n
 
M
a
s
s 

D
estruction

 W
eapon

s 

…” 

一

九
九
七
年
一
〇
月
二
一
日
、

“P
rep
ared

 S
tatem

en
t o
f K
o 

Y
oun
g-H
w
an
 

…” 
一
九
九
七
年

一
〇
月
二
一
日
で
は
、
一
二
五
号
工

場
が
別
名
「
平
壌
豚
工
場
」
で
あ
り
、

平
壌
市
兄
弟
山
区
域
中
二
洞
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
平
壌
豚

工
場
は
寺
洞
区
域
徳
洞
里
に
あ
り

（『
朝
鮮
大
百
科
辞
典
（
二
三
）』
二

〇
〇
一
年
刊
行　

二
九
ペ
ー
ジ
、『
労

働
新
聞
』
一
九
七
九
年
三
月
四
日
、

同
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
一
日
）、

ミ
サ
イ
ル
工
場
で
は
な
い
。
ま
た
、

中
二
洞
は
兄
弟
山
区
域
で
は
な
く
、

龍
城
区
域
に
あ
る
。

⑶
こ
ん
に
ち
軍
団
級
単
位
の
副
業
施
設

と
し
て
、
前
線
東
部
の
江
原
道
智
恵

山
に
位
置
す
る
第
一
軍
団
（
第
三
一

三
軍
部
隊
）
に
は
豚
工
場
（『
労
働

新
聞
』
二
〇
一
〇
年
一
月
一
三
日
）、

前
線
西
部
の
開
城
地
区
に
位
置
す
る

第
二
軍
団
（
第
五
六
七
軍
部
隊
）
に

は
ナ
マ
ズ
工
場
と
豚
工
場
（『
労
働

新
聞
』
二
〇
〇
一
年
六
月
二
二
日
、

同
二
〇
一
〇
年
一
月
二
五
日
）、
江

原
道
元
山
に
位
置
す
る
第
一
地
区
司

令
部
（
第
七
五
七
軍
部
隊
）
は
四
月

一
六
日
ヤ
ギ
牧
場
と
九
月
一
一
日
ウ

サ
ギ
牧
場
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇

一
年
九
月
一
三
日
、
同
二
〇
〇
三
年

八
月
二
日
、
同
二
〇
〇
五
年
九
月
五

日
、
同
二
〇
〇
七
年
九
月
二
五
日
）、

黄
海
北
道
沙
里
院
か
ら
黄
海
南
道

ク
ァ
イ
ル
郡
な
ど
に
わ
た
っ
て
駐
屯

し
て
い
る
第
五
三
四
軍
部
隊
は
三
泉

ナ
マ
ズ
工
場
、
一
一
一
六
号
農
場
、

総
合
食
料
加
工
工
場
、
一
〇
月
七
日

豚
工
場
（
沙
里
院
豚
工
場
）（『
労
働

新
聞
』
二
〇
〇
一
年
九
月
二
五
日
、

同
二
〇
〇
四
年
八
月
一
七
日
、
同
二

〇
〇
五
年
九
月
一
日
、
同
二
〇
〇
五

年
九
月
二
三
日
、
同
二
〇
〇
五
年
一

二
月
二
〇
日
、
同
二
〇
〇
七
年
一
二

月
二
七
日
、
同
二
〇
一
〇
年
一
月
一

六
日
）、
平
壌
に
駐
屯
す
る
第
三
軍

団
（
第
六
七
一
軍
部
隊
）
は
ア
ヒ
ル

工
場
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
一
年

四
月
二
六
日
）、
前
線
西
部
の
黄
海

南
道
海
州
に
位
置
す
る
第
四
軍
団

（
第
二
三
三
軍
部
隊
）
に
は
ア
ヒ
ル

工
場
、
養
魚
場
（『
労
働
新
聞
』
二

〇
〇
四
年
三
月
一
六
日
）、
前
線
中

部
の
平
康
に
位
置
す
る
第
五
軍
団

（
第
九
六
六
軍
部
隊
）
に
は
豚
工
場

（『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
一
月
二

九
日
）、戦
略
ロ
ケ
ッ
ト
指
揮
部
（
第

六
三
九
軍
部
隊
）
に
は
ナ
マ
ズ
工
場

が
あ
る
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
四

年
八
月
一
四
日
）。
ま
た
軍
部
隊
は

多
く
の
発
電
所
を
運
営
し
て
お
り
、

地
域
の
電
力
供
給
に
も
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
ク
ァ
イ
ル

郡
に
駐
屯
し
て
い
る
空
軍
第
一
〇
一

六
軍
部
隊
が
運
営
し
て
い
る
風
力
発

電
所
が
郡
全
体
に
も
電
力
を
供
給
し

て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
（『
労

働
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
七

日
）。
こ
の
ほ
か
、
第
五
二
二
軍
部

隊
が
二
〇
〇
二
年
に
建
設
し
て
運
営

し
て
い
る
大
同
江
ウ
ナ
ギ
工
場
は
大

同
江
ウ
ナ
ギ
会
社
を
通
じ
て
ウ
ナ
ギ

を
は
じ
め
と
す
る
水
産
物
を
輸
出
し

て
い
る
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
二

年
一
二
月
一
四
日
、C

om
m
ittee 

fo
r
 
th
e
 
P
r
o
m
o
tio
n
 
o
f 

In
tern
ation

al T
rad
e of D

P
R
K
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﹇
二
〇
〇
三
：
一
八
七
﹈、『
労
働
新
聞
』

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
五
日
）。

⑷
「
反
航
空
」
は
防
空
の
意
味
で
あ
る
。

な
お
、
同
様
に
人
民
軍
の
兵
種
の
司

令
部
が
貿
易
会
社
を
持
っ
て
い
る
例

と
し
て
は
、
人
民
軍
護
衛
総
局
傘
下

に
海
金
剛
貿
易
会
社
（
康
明
道
﹇
一

九
九
五
：
二
〇
二
﹈、C

om
m
ittee 

fo
r
 
th
e
 
P
r
o
m
o
tio
n
 
o
f 

In
tern
ation

al T
rad
e of D

P
R
K

﹇
二
〇
〇
三
：
七
〇
一
）、
保
衛
司
令

部
傘
下
に
水
晶
合
営
会
社
が
あ
る

（『
朝
鮮
の
貿
易
』二
〇
〇
〇
年
三
号
、

金
容
三
﹇
二
〇
〇
二
：
九
〇
﹈）。
人

民
武
力
部
戦
闘
訓
練
局
傘
下
に
興
盛

貿
易
会
社
が
あ
る
が
、
こ
の
会
社
は

二
〇
〇
七
年
の
公
式
資
料
に
よ
る

と
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
会
社
と
の
合
弁

で
豚
肉
を
生
産
す
る
コ
ダ
ン
合
営
会

社
を
運
営
し
て
い
る
（
崔
主
活
〔
一

九
九
六
：
一
七
八
―
一
七
九
〕、『
朝

鮮
の
貿
易
』
二
〇
〇
七
年
第
三
号
）。

ま
た
、
保
安
機
関
に
関
し
て
も
、
人

民
保
安
部
傘
下
に
東
興
貿
易
会
社

（『
朝
鮮
の
貿
易
』一
九
九
〇
年
六
号
、

日
朝
貿
易
会
﹇
一
九
八
三
﹈）、
国
家

安
全
保
衛
部
傘
下
に
新
興
貿
易
商
社

が
あ
る
（『
朝
鮮
の
貿
易
』
一
九
九

一
年
六
号
、
尹
大
日
﹇
二
〇
〇
二
：

六
四
﹈、青
山﹇
二
〇
〇
二
：
二
七
五
﹈、

C
om
m
ittee for the P

rom
otion

 

o
f In

te
rn
a
tio
n
a
l T
ra
d
e
 o
f 

D
P
R
K

﹇
二
〇
〇
三
：
一
六
九
﹈）。

【
文
献
目
録
】

《
日
本
語
文
献
》

●
青
山
健
煕
﹇
二
〇
〇
二
﹈『
北
朝
鮮

と
い
う
悪
魔
―
元
工
作
員
が
明
か
す

驚
愕
の
対
日
工
作
―
』
光
文
社
。

●
朝
日
新
聞
ア
エ
ラ
編
集
部
﹇
一
九
九

七
﹈『
北
朝
鮮
か
ら
の
亡
命
者
―
六

〇
人
の
証
言
―
』
朝
日
新
聞
社
。

●
李
在
根
﹇
二
〇
〇
二
﹈『
北
朝
鮮
に

拉
致
さ
れ
た
男
―
三
〇
年
間
の
わ
が

体
験
記
―
』
河
合
聰
訳　

河
出
書
房

新
社
。

●
李
福
九
﹇
二
〇
〇
三
﹈『
標
的
は
東

京
！
北
朝
鮮
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
最
高

機
密
』
金
燦
編
・
訳　

徳
間
書
店
。

●
高
青
松
﹇
二
〇
〇
一
﹈『
金
正
日
の

秘
密
兵
器
工
場
―
腐
敗
共
和
国
か
ら

の
わ
が
脱
出
記
―
』
中
根
悠
訳　

ビ

ジ
ネ
ス
社
。

●
日
朝
貿
易
会
﹇
一
九
八
三
﹈『
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
貿
易
関
係

機
関
』
日
朝
貿
易
会
。

●
萩
原
遼
編
﹇
一
九
九
六
﹈　
『
米
国
・

国
立
公
文
書
館
所
蔵
北
朝
鮮
の
極
秘

文
書
（
中
）
―
朝
鮮
戦
争
を
準
備
す

る
北
朝
鮮
（
一
九
四
五
年
八
月
〜
一

九
五
一
年
六
月
―
）』
夏
の
書
房
。

●
朴
三
石
﹇
一
九
九
〇
﹈　
「
在
日
朝
鮮

人
に
よ
る
合
弁
事
業
と
現
状
と
課
題

（
上
）」『
月
刊
朝
鮮
資
料
』
第
三
〇

巻
第
五
号　

五
月
。

●
黄
長
燁
﹇
一
九
九
九
﹈　
『
黄
長
燁
回

顧
録
―
金
正
日
へ
の
宣
戦
布
告
―
』

萩
原
遼
訳　

文
藝
春
秋
。

●
藤
本
健
二
﹇
二
〇
〇
四
﹈『
金
正
日

の
私
生
活
―
知
ら
れ
ざ
る
招
待
所
の

全
貌
―
』
扶
桑
社
。

《
朝
鮮
語
文
献
》

●
康
明
道
﹇
一
九
九
五
﹈『
平
壌
は
亡

命
を
夢
見
る
』
ソ
ウ
ル　

中
央
日
報

社
。

●
康
仁
徳
編
﹇
一
九
七
四
﹈『
北
韓
全

書
（
中
巻
）』
ソ
ウ
ル　

社
団
法
人

極
東
問
題
研
究
所
。

●
高
英
煥﹇
一
九
九
二
﹈『
平
壌
二
五
時
』

ソ
ウ
ル　

コ
リ
ョ
ウ
ォ
ン
。

●
国
史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九
九
八
﹈『
北

韓
関
係
史
料
集
二
九
』
出
版
地
記
載

な
し　

国
史
編
纂
委
員
会
。

●
金
光
進
﹇
二
〇
〇
八
﹈「
北
韓
の
外

貨
管
理
シ
ス
テ
ム
変
化
研
究
」『
月

刊
朝
鮮
』
第
三
三
六
号　

三
月
。

●
金
容
三
﹇
二
〇
〇
二
﹈「
北
韓
国
家

安
全
保
衛
部
指
導
員
出
身
脱
北
者
尹

大
日
」『
月
刊
朝
鮮
』
第
二
六
八
号　

七
月
号
。

●
金
日
成
﹇
一
九
五
六
﹈『
戦
後
人
民

経
済
復
旧
発
展
の
た
め
に
』
平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
。

●
廉
在
満
﹇
一
九
九
四
﹈「
空
き
地
に

最
初
の
ス
コ
ッ
プ
を
入
れ
た
あ
の
時

の
よ
う
に
生
き
ろ
と
」『
人
民
の
な

か
で
（
五
三
）』
平
壌　

朝
鮮
労
働

党
出
版
社
。

●
辺
龍
世
﹇
一
九
八
〇
﹈「
機
械
の
騒

音
ま
で
数
え
な
さ
っ
て
」『
人
民
の

な
か
で
（
二
二
）』
平
壌　

朝
鮮
労

働
党
出
版
社
。

●
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
﹇
一
九
八

一
﹈『
朝
鮮
全
史
（
二
六
）』
平
壌　

科
学
・
百
科
辞
典
出
版
社
。

●
尹
大
日
﹇
二
〇
〇
二
﹈『
国
家
安
全

保
衛
部
の
内
幕
』
ソ
ウ
ル　

月
刊
朝

鮮
社
。

●
林
永
宣
﹇
一
九
九
四
﹈『
南
側
に
流

れ
る
川
』
ソ
ウ
ル　

ハ
ン
ガ
ラ
ム
。

●
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
﹇
一
九
六
三
﹈

『
商
業
発
展
の
た
め
の
我
が
党
の
政

策
』
平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
。

●
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
﹇
一
九
九
八
﹈

『
偉
大
な
首
領
金
日
成
同
志
の
不
滅

の
革
命
業
績
九
―
主
体
型
の
革
命
武

力
建
設
』
平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版

社
。

●
崔
主
活
﹇
一
九
九
六
﹈「
自
立
の
名

分
の
カ
ネ
稼
ぎ
と
腐
敗
の
蔓
延
」

『W
IN

』
第
一
六
号　

九
月
。

●『
金
日
成
選
集
』
各
巻　

平
壌　

朝

鮮
労
働
党
出
版
社
。
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●『
金
日
成
著
作
集
』
各
巻　

平
壌　

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
。

●『
金
日
成
全
集
』
各
巻　

平
壌　

朝

鮮
労
働
党
出
版
社
。

《
中
国
語
文
献
》

●
当
代
中
国
叢
書
編
輯
部
編
﹇
一
九
八

七
﹈『
当
代
中
国
的
電
子
工
業
』
北

京　

中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

●《
当
代
中
国
》
叢
書
編
輯
部
編
﹇
一

九
八
九
﹈『
当
代
中
国
的
対
外
経
済

合
作
』
北
京　

中
国
社
会
科
学
出
版

社
。

《
ロ
シ
ア
語
文
献
》

●
ナ
ウ
カ
出
版
﹇
一
九
八
一
﹈『
ソ
連

の
人
民
朝
鮮
に
対
す
る
関
係
一
九
四

五
年
〜
一
九
八
〇
年
―
資
料
と
文

献
―
』
モ
ス
ク
ワ　

ナ
ウ
カ
出
版
。

●
ポ
ポ
フ
、
Ｉ
・
Ｍ
・
／
Ｓ
・
Ｙ
ａ
・

ラ
ヴ
レ
ノ
フ
／
Ｖ
・
Ｎ
・
ボ
グ
ダ
ホ

フ
﹇
二
〇
〇
五
﹈『
戦
火
の
朝
鮮
―

朝
鮮
開
戦
五
五
周
年
に
際
し
て
―
』

モ
ス
ク
ワ
―
ジ
ュ
コ
フ
ス
キ
イ　

ク

ツ
コ
ヴ
ォ
・
ポ
レ
。

●
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
﹇
一
九
七
〇
﹈『
朝

鮮
―
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と

南
朝
鮮
の
地
理
的
特
徴
―
』
モ
ス
ク

ワ　

ム
ィ
ス
リ
。

﹇
英
語
文
献
﹈

●C
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m
ittee for the P
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otion
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●（
筆
者
記
載
な
し
）“N

orth 

K
orean

 M
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W
eapons P
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w
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orm
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O
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P
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orth K
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N
orth K

orean
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P
rolififeration

 H
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ation

al S
ecurity, 

P
roliferation

, an
d
 F
ed
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S
ervices of the C
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m
ittee on

 

G
overn

m
en
tal A

ffairs U
n
ited
 

S
tates S

en
ate ”

一
九
九
七
年
一
〇

月
二
一
日
（
出
版
地
出
版
元
記
載
な

し
）。

●
（
筆
者
記
載
な
し
）“P

repared
 

S
tatem

en
t of K

o Y
oun
g-H
w
an
 

F
orm
er O

fficial, M
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F
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 F
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overn
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S
tates S

en
ate ” 

一
九
九
七
年
一

〇
月
二
一
日
（
出
版
地
出
版
元
記
載

な
し
）。
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